
 
           手書きから 2 次元 CAD へ、さてこれからはどのように変わるのか？  

         建築士のための BIM セミナー 

                               主催 岡山県建築士会 倉敷支部 
 

 建築設計においてコンピューターで３次元モデルを作成し設計する手法が急速に普及し始めています。 
そのためのソフトであるＢＩＭ(Building Information Modeling)についてメリットや導入手法などを勉強したいと 

思います。 （設計部門だけで無く、行政や生産、教育関係の建築士の方も大歓迎です！） 
ＢＩＭソフトベンダーは、4 社ほどありますが、第 1 回目はグラフィソフトジャパン㈱にお願いしました。 
まずは「見て聞いて」ＢＩＭとは何かを勉強する場とします 
 

 基礎知識から活用事例まで グラフィソフトジャパン（株）ArchiCAD18 
「BIM（ビルディング・インフォメーション・モデリング）」に注目が集まる今日。

大手ゼネコンや組織設計事務所のみならず、最近では中小ゼネコンや小規模設計事務

所でも BIM の活用が始まっております。 
また、2012 年 7 月には JIA、2014 年 3 月には国土交通省が BIM ガイドラインを

発表しております。そのような現状の中、そもそも「BIM」って何だろう？というと

ころから業界動向や活用事例、そして最新情報を本セミナーで紹介します！ 
 
日 時 平成 27 年 5 月 30 日 土曜日 
会 場 倉敷市鶴形 1-11-24 ㈱藤木工務店 倉敷支店 4 階 
時 間 受付 13:00  セミナー 13:30～15:30   
定 員 50 名 ( 申し込み先着順 ) 誰でも参加できます。(無料) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
申込方法 この用紙に下記内容を記載して FAX でお送りください。 
申 込 先 FAX 086-４２７－３２８９ TEL 086-427-2111 岡山建築士会倉敷支部 (中村) 
 

 

参加者名                    会社名 【               】 

電話番号            FAX 
当日の連絡が出来る携帯電話番号  
メールアドレス  

【セミナー内容】 

 ■BIM の基礎知識 

  ・BIM（Building Information Modeling）とは？ 

  ・どのようなことができるのか？ 

  ・国内外の事例 

 ■ArchiCAD18 のご紹介 

  2 次元ベースの設計ワークフローから 3 次元ベース 

  のワークフローへ！ 

  ArchiCAD の包括的な BIM ワークフローを紹介致します 

   講師：グラフィソフトジャパン（株）      


